
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

次期高性能アプリケーションサーバシステムの紹介

天野, 浩文
九州大学情報基盤センター全国共同利用事業室 : 室長

https://doi.org/10.15017/1470172

出版情報：九州大学情報基盤研究開発センター全国共同利用システム広報. 2 (3), pp.87-90, 2009-03.
九州大学情報統括本部広報委員会
バージョン：
権利関係：



次期高性能アプリケーションサーバシステムの紹介 

全国共同利用事業室長  天野浩文 

 

概要 本稿では，高性能演算サーバシステム eServer p5 モデル 595 および高性能アプリケーションサ

ーバシステム SR11000 モデル J1/K2 に代わり，平成 21（2009）年 5 月から稼働する予定の次期高性

能アプリケーションサーバシステム SR16000 モデル L2 の概要を紹介します． 

1 はじめに 

 九州大学情報基盤研究開発センターでは，高性能演算サーバ

システム（日本アイ・ビー・エム株式会社 eServer p5 モデル 595）
および高性能アプリケーションサーバシステム（株式会社日立

製作所 SR11000 モデル J1/K2）の後継システムとして，次期高

性能アプリケーションサーバシステムの運用を平成 21（2009）
年 5 月に開始する予定です．新システムは，株式会社日立製作

所の SR16000 モデル L2（図 1）を演算ノードとするピーク演算

性能 25 TFLOPS 超のシステムで，平成 25（2013）年 2 月まで

約 46 ヶ月運用する予定です． 
 これ以降，本センターでは，ほぼ同規模の予算の 2 系統の計

算機システム（スーパーコンピュータシステムと高性能アプリ

ケーションサーバシステム）を 2 年おきに交互に更新していく

こととなります． 

2 ハードウェア 

 SR16000 モデル L2 は，クロック周波数 4.7GHz の IBM POWER 6 プロセッサを 16 個（POWER 6
は 1 チップに 2CPU コアを内蔵するデュアルコアプロセッサであるため，CPU コアの合計は 32 となり

ます）搭載した共有メモリ型並列計算機で，ノード内の CPU コア間で高速にバリア同期を行うための

機構を備えています． 
 本センターでは，この SR16000 モデル L2 を演算ノードとして 43 台（うち 1 台はフロントエンド，

残りがバッチジョブを処理するためのバックエンドとなります）を導入します．フロントエンドおよび

その障害に備えて待機させるノードの主記憶容量が 256 GB，その他の演算ノードの主記憶容量は 128 
GB です．演算ノード 1 台あたりの理論演算性能は 601.6 GFLOPS，バックエンド全体の理論演算性能

の総和は 25.267 TFLOPS となります．これらの演算ノードの間は，高速の InfiniBand（1 ノードあた

り 4 GB/s×2）で接続されます． 
 また，本センターに導入されるシステムでは，すべてのノードに 4Gbps のファイバーチャネルイン

タフェースを搭載し，実効容量合計が 200 TB となる RAID5 ディスクアレイ装置との間を直接接続し

ます． 
 次期高性能アプリケーションサーバシステムのハードウェアの諸元を表 1 に示します． 

図 1 SR16000 外観 
（写真提供：株式会社日立製作所） 
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表 1 次期高性能アプリケーションサーバシステムのハードウェア諸元 
演算ノード Hitachi SR16000 モデル L2 

IBM POWER6 プロセッサ 4.7GHz（デュアルコア）×16 プロセッサ（＝32 コア） 

1 ノードあたり 601.6 GFLOPS 

主記憶容量：128GB×41 ノード，256GB×2 ノード 

総ノード数 （バックエンド合計）42 

総プロセッサ（コア）数 （バックエンド合計）1,344 

理論演算性能の総和 （バックエンド合計）25.267 TFLOPS 

主記憶容量の総和 （バックエンド合計）5.5 TB 

相互結合網 ノードあたり InfiniBand 4xDDR 4GB（片方向）×2 

入出力インタフェース ファイバーチャネル 4Gbps×1 ポート（フロントエンドのみ 8 ポート） 

10/100/1000Base-TX×4 ポート（フロントエンドのみ 8 ポート） 

ディスクアレイ装置 Hitachi AMS2300（400 GB 10,000rpm SAS ドライブ使用） 

実効容量合計：200 TB（RAID5） 

バックアップ装置 IBM System Storage TS3310 テープライブラリ 

テープ容量合計：112 TB 

 
 SR16000 に搭載される POWER 6 プロセッサは，旧システムである eServer p5 や SR11000 に搭載

されていた POWER 5／5+プロセッサと同様のデュアルコアチップですが，クロック周波数が大幅に向

上している他に，L2 キャッシュが CPU コアごとに独立となり容量も 2CPU コアあたり 1.875MB から

1 コアあたり 4MB に強化されているのが特徴です．また，メモリコントローラも 2 系統搭載するよう

になりました． 
 POWER5/5+プロセッサと POWER6 プロセッサのアーキテクチャの比較を図 2 に示します． 
 

  
 

図 2 POWER5/5+プロセッサと POWER6 プロセッサのアーキテクチャの比較 
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 また，POWER6 プロセッサでは，POWER5／5+プロセッサで採用されていた同時マルチスレッディ

ング（simultaneous multithreading, SMT）機能が大幅に強化されており，1CPU コアに 2 スレッド

を割り当てて実行する場合の性能がさらに向上すると期待されています． 
 一方，このような高いクロック周波数のプロセッサを多数搭載した計算機を構築しようとすると，通

常は，発熱量の大きさが問題となります．本センターに導入される SR16000 モデル L2 では，筐体内の

各演算ノードおよび筐体背面ドアと屋外に設置される熱交換ユニットとの間で冷却水を循環させるこ

とによって効率的な冷却を実現し，高さ 2U（約 89mm），610mm×1,296mm のわずかな体積に上記の

1 ノードを収めることに成功しています．これにより，本センター内の限られた設置スペースに大規模

なシステムを収容することが可能となりました． 

3 ソフトウェア 

 次期高性能アプリケーションサーバシステムのオペレーティングシステム（OS）は，eServer p5 や

SR11000で使用されていたのと同じ IBM AIX 5Lで，バッチジョブ管理システムには IBM LoadLeveler 
for AIX 5L を使用します．新システムが前節で述べたように旧システムと同一シリーズのプロセッサを

搭載し同じ OS とバッチシステムを使用することから，旧システム上で使用していた利用者ソフトウェ

ア資産の移行は非常に容易になるであろうと考えています． 
 次期高性能アプリケーションサーバシステムの主なソフトウェアの一覧を表 2 に示します． 
 

表 2 次期高性能アプリケーションサーバシステムの主なソフトウェア 
オペレーティングシステム IBM AIX 5L V5.3 

ファイルシステム IBM General Parallel File System (GPFS) for AIX 

バッチジョブ管理システム IBM LoadLeveler for AIX 5L V3.4 

言語処理系 IBM XL C/C++, XL Fortran 

Hitachi 最適化 Fortran 

並列ジョブ実行環境 IBM Parallel Environment for AIX 5L（並列プログラム実行環境 Parallel 

Operating Environment，MPI ライブラリ，並列デバッガ等を含む） 

数値計算ライブラリ IBM ESSL for AIX, IBM Parallel ESSL for AIX 

Hitachi MATRIX/MPP, Hitachi MATRIX/MPP/SSS, Hitachi MSL2 

BLAS, LAPACK, ScaLAPACK 

科学技術計算アプリケーション Gaussian09, Molpro2008.01, AMBER10, MSC.Marc（Mentat 含む）, MSC.Patran, 

MSC.Nastran, GAMESS, VASP4.6, PHASE7.01, MUMPS, Ensight 

 

4 おわりに 

 本センターが平成 17（2005）年に高性能演算サーバシステム eServer p5 の運用を開始したとき，プ

ロセッサとメモリを占有利用できるサービスを開始しました．また，旧高性能アプリケーションサーバ

システム SR11000 の運用を開始した平成 19（2007）年には，計算機システムのリース料金の予算計画

を見直して利用負担金の大幅な値下げを行いました．次期システムでも，これらの利用プラン・負担金

体系の改革の成果を生かし，より多くの利用者の方のニーズに合わせたサービスをご用意する予定です． 
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 本センターでは，現在，次期システムの利用負担金や運用方式の詳細を検討いたしております．これ

らの詳細が決まり次第利用者の皆様にお知らせしてまいりますので，今しばらくお待ちください． 
 なお，平成 19（2007）年度のシステム更新の際に，現在の本センターの建物内に残っていた計算機

室に転用可能なスペースはほぼすべて改修いたしました．しかし，残念ながら，これだけの改修工事を

終えても，旧システムの運用を継続しながら新システムを導入するだけの余裕を設けることはできませ

んでした．また，旧システムが使用していた電気設備・空調設備の一部が老朽化しているため，これを

更新する工事も必要となりました．このような事情から，平成 21（2009）年 2 月末の旧システム運用

終了後にこれらの工事とシステム入れ替え作業を行わなくてはならないため，新システムによるサービ

スの開始まで約 2.5 ヶ月の間，現有のスーパーコンピュータシステム（Fujitsu PRIMEQUEST580 お

よび PRIMERGY RX200S3 クラスタ）のみのサービスとなります．利用者の皆様には大変ご迷惑をお

かけいたしますが，どうか事情をご理解の上，サービス開始までご辛抱くださるようお願い申し上げま

す． 
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